
第6号様式(第12条関係) 

令和5年3月31日 

  新 宿 区 長    宛て 

     団 体 名     特定非営利活動法人 

                   10代・20代の妊娠SOS新宿－キッズ＆ファミリー

             所 在 地 新宿区西早稲田３－８－１１        

(フリガナ) サトウ ハツミ          

代表者氏名 佐藤   初美          印 

 

新宿区協働推進基金助成金事業実績報告書 

 

 新宿区協働推進基金条例施行規則第12条の規定により、下記のとおり報告します。 

 

記 

1 収支計算額    収入     1,814,959 円 

          (内助成金)   500,000 円 

          支出     1,814,959 円 

2 助成事業 

事 業 名 歌舞伎町夜間パトロールと相談所事業 

実施の日時又は期間 
令和4年7月1日～令和5年3月31日の毎週金曜と土曜の20時～24

時 

対象者の範囲及び人数 歌舞伎町に集まる10代から20代前半の若年女性 

事 業 内 容 

①歌舞伎町内パトロール 

歌舞伎町１丁目、2丁目、3丁目界隈を中心にパトロー 

ルを行い、若年女性に対し、グッズとともに相談窓口案 

内のカードを手渡し、「困ったり相談したい時は、相談 

窓口に連絡を」と呼びかけた。 

 

②夜間相談所 

相談内容に応じ、医療機関の受診や行政支援等につなげ

た。 

また、新宿区のフードドライブを活用し、すぐに食べ

ることができ持ち帰ることができる食品を提供した。 



具 体 的 な 活 動 状 況 

【事業実績（延べ人数）】 

①歌舞伎町夜間パトロール声かけ人数 

②夜間無料相談所相談者数 

 

●7月分 

①声かけ人数257名（1日平均 25.7名) 

②相談者数 67名(1日平均 6.7名) 

 

●8月分 

①声かけ人数339名(1日平均 37.6名) 

②相談者数 48名(1日平均 6名) 

 

●9月分 

①声かけ人数295名(1日平均 32.7名) 

②相談者数34名(1日平均 3.7名) 

 

●10月分 

①声かけ人数303名(1日平均 33.6名) 

②相談者数38名(1日平均 4.2名) 

 

●11月分 

①声かけ人数339名(1日平均 42.3名) 

②相談者数27名(1日平均 3.3名) 

 

●12月分 

①声かけ人数421名(1日平均 46.7名) 

②相談者数44名(1日平均 4.8名) 

 

●1月分 

①声かけ人数314名(1日平均 39.3名) 

②相談者数26名(1日平均 3.3名) 

 

●2月分 

①声かけ人数474名(1日平均  59.3名) 

②相談者数34名(1日平均  4.3名)  

 

●3月分 

①声かけ人数507名(1日平均56.3名)   

②相談者数22名(1日平均 2.5名) 

 



事 業 の 成 果 

【事業の成果】 

①歌舞伎町夜間パトロール 

●実施回数：夜間パトロール 合計79回 

●パトロール中に声かけ手渡した延べ人数：3,249名 

・パトロールで、グッズとともに相談窓口の案内カードを

配布することで、メール相談や電話相談につながった。 

 

②夜間相談所 

●開所回数：合計78回 

●夜間相談所来所者数 合計延べ人数 340名 

・相談支援対応人数 86名（受診同行、福祉事務所同行、

保健センター同行等） 

・困窮し住まいの無い若年妊婦４名をシェルターに一時保

護し、安心安全を保障しながら、宿所提供施設や婦人保

護施設に入所してもらう等、行政支援につなげ、母子と

もに無事に4名が出産を終えることができた。産後、自分

で育てる選択をして育児を行っていることから、引き続

き寄り添いながら、育児相談育児支援を行っている。 
・夜間相談所開設当初は、相談所に来所する女性たちに福祉に

よる生活の立て直しを勧めても「無理！」とあきらめ、拒否

していた女性も、相談所で顔を合わせる他の女性が福祉に同

行し、生活を立て直していくのを見て、「自分もできるか

も」と希望を抱き福祉につながる女性が少しずつ増えてきて

いる。 

・パトロールで声掛けをし、来所した10代・20代の女性た

ちの口コミで新たな女性が来所するようになっている。 

 

【アンケートの回答より】 

・アンケートの「これからも相談所を利用したいか?」の問

いに全ての回答者が、「今後も利用したい」と回答した。 

 

【アンケート回答による夜間相談所利用者の主な声】 

・生活に必要な物が用意されていてスタッフの方が親切

だった。 

・話しやすかった。 

・生活について相談したい。 

・家を探したい。 

・お茶、お菓子が嬉しい。・栄養のあるものが欲しい。 

・パスタかカップ麺、焼きそばが欲しい。 

・このままずっと続けて欲しい。 

・いつも、有難う。 



 





実施要領　第４号様式
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積 算 根 拠（内 訳）

㋔　団体負担金 214,959

㋒　補助金収入 0

㋓　協働推進基金助成金 500,000 交付額 返還額 0

予算時 返還額

返　還　金 0

㋐　事業収入

（参加料、資料代等）
0 円

㋑　寄附金 1,100,000 円
収

入

区

分

収 入 総 額

寄附収入

1,814,959

内　　容 予　算　額

⑪ファンドレイジングに関

する経費
80,215 円

病院受診費用及び薬局費用54,750円
⑧その他諸経費

事

業

費

⑩人件費

1,604,683

546,000

寄附募集ダイレクトメール郵送料・寄附礼状はがき等郵送料

=195,276円

　※内、115,061円は対象外経費へ計上

※事業費の5%以内

54,750

費　　目 予　算　額

支

　

出

　

区

　

分

（人件費）5,000円/回×3回=15,000円

（ファンドレイジング）寄附募集ダイレクトメール郵送料・寄附

礼状はがき等郵送料=115,061円

手指消毒アルコールミニボトル代12,940円
⑨新型コロナウイルス感

染症対策経費
12,940 円

※上限20,000円

事業費（①から⑩の合計）

①使用料及び賃借料

(80,235)

130,061

事 業 総 額 1,814,959

収支決算書

(401,561)※下記「事業費」の25%以内

400,000 円
（法人会員）6,000円/回×50回=300,000円

（アルバイト）5,000円/回×23回=115,000円

　※内、3回分15,000円は対象外経費へ計上

内　　　訳

事務所使用料：2022年7月～2023年3月

5,000円×78回=390,000円

使い捨てカイロ44,796円、リップクリーム102,190円、両面テー

プ1,007円、印刷製本費11,000円

Twitter、Facebook更新謝礼　8,000円/月×9か月=72,000円

ボランティア謝礼　6,000円/回×79回=474,000円

スタッフ交通費（駐車場料金）　1,000円/回×42回=42,000円

※50回従事しているが、内8回は別件があり電車で到着していた

ため、駐車場料金が発生していない。

0

⑥交通費

⑦保険料

390,000

158,993

0

0

③委託費

42,000

0

②消耗品及び印刷費

④講師謝礼

⑤その他謝礼

⑫助成対象経費

（事業費＋⑪）
1,684,898

⑬助成対象外経費



実施要領 第５号様式 

 

自己評価表 

１ 各項目に評価点を付し、「評価の理由」欄には、判断した理由や実績、課題等を記載してください。 

 【評価点】４:計画書以上 ３:概ね計画書どおり ２:一部計画書どおり １:ほぼできなかった 

評価のポイント 評価点 評価の理由 

地域課題や社会的課題に対して

成果や効果があったか。 
４ 

・虐待や DV の中で育ち大人を信用しない女性た

ちが、夜間相談所の相談を通じて福祉につなが

り、昼間の社会に復帰していく姿を見て「私で

も立て直しができるかも」と希望を抱く女性が

増えてきている。 

・歌舞伎町を彷徨っていた小学生と中学生たちを

夜間相談所に連れて来てくれたことで、被害に

合う前に保護できたケースがあった。 

・歌舞伎町内で活動している他団体から依頼され、

若年女性の対応を行うことがあった。 

以上を踏まえ、地域課題や社会的課題に対して十 

分な成果や効果があったものと評価する。 

事業を通じて、多くの区民の社

会貢献活動の啓発に役立つもの

となったか。 

２ 

・区が発行する冊子「新宿ソダチ」に記事を掲載

することで、区民に活動を知ってもらえる機会

になった。 

・口コミでパトロールや夜間相談所の体験をしに

来る区民の方がいるなど社会貢献活動の啓発に

役立てることができた。 

・公の場所に、法人の活動紹介のチラシ等を置け

なかったことから周知に課題があった。 

事業計画及びスケジュールに沿

って事業を実施できたか。 
４ 

・夜間相談所で相談を受けた女性について、病院

等に同行したことや、昼間に訪問面談等をする

など当初計画以上の活動を実施した。 

・区と連携しながら、歌舞伎町の店舗や若年女性

が利用するネットカフェやホテル等に相談窓口

案内のカードを設置することができた。 

実施にあたり、必要な人員や安

全等の確保がなされたか。 
４ 

・有償ボランティアを募ることで、必要な人員を

確保することができた。 

・新宿警察署と連携し、危険な場合は警察が対応

していただく体制を取ることで安全を確保でき

た。 

経費見積りは適正だったか。資

金確保に努めたか。 
３ 

・寄付金を募り、資金確保に努めた。 

・経費見積書に計上した消耗品の内、パトロール

時に配布するグッズの一部を企業から寄付を受

け、支出の削減を行った。 

団体の先駆性や専門性を活かす

ことができたか。 
４ 

・法人の相談スタッフは、精神保健福祉士、社会

福祉士、助産師と国家資格を持った経験豊富な

スタッフで構成しており、法人の相談援助スキ

ルを発揮して、対応することができ、相談者の

信頼を得ることができた。 



 実施要領 第５号様式 

 

 

継続性や発展性が期待できるも

のとなったか。 
４ 

・歌舞伎町 2 丁目町会をはじめとして、継続を望

む声が多く、町会事務所を令和 5 年度も継続し

て使用させていただけることになった。 

・歌舞伎町を彷徨っている若年女性たちからも、

夜間相談所の継続やパトロールを継続する要望

が多く、令和 5年度の一定の資金確保もできた。 

 

２ 事業全体を振り返って気づいたこと等をお書きください。 

事業を実施したことで見えてきた良かった

こと、また課題や改善策。 

１．実施したことで見えてきた良かったこと 

・多人数で、練り歩いてパトロールをすると、窓

口案内のカードを受け取ってもらいづらいが、2

～3 人の少人数でパトロールを行うと、受け取っ

てもらいやすいことがわかった。 

・毎週継続することで、若年女性たちと顔見知り

になり、困ったら相談できる安心感を抱いても

らうことができた。 

２．課題 

・夜間相談所に、ハイジアの地下にある「歌舞伎

町二丁目町会事務所」をご厚意で使わせていた

だいているが、より場所がわかりやすい大久保

公園周辺の地上 1 階に夜間相談所を開設するこ

とが望ましい。しかし、現在の活動資金では賃

料の支払いが困難である。 

 

助成金を利用することで、団体や事業にと

って有益となったこと。 

（例：事業運営での気づきや工夫、解消さ

れた課題等） 

・助成金を利用したことで、活動資金の一助とな

った。 
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